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　柳原地区住民自治協議会主催による「平成 24 年度柳原地区元気
なまちづくり市民会議」を８月 25 日（土）に開催しました。
  今年度の市民会議は、「市役所第一庁舎及び長野市民会館の建設」

「環境対策の充実 ･ エネルギーの適正利用」の市長講演を聞きまし
た。
  続いて、自由討議を行い質問 ･ 要望では、①村山橋上流の完成堤
防化及び村山橋架け替えに伴う国道 406 号拡幅工事に関する要望  
②市道 202 号線西側への延長と東部幹線４期工事の早期実現につい
て③南八幡川両岸のかさ上げ及び千曲川の水位計の設置について  
④市営柳原団地跡地利用の検
討についての４点に絞って行
いました。

  地区にとって山積みしております重要な質問 ･ 要望を出され、
長野市当局から前向きな答弁をいただき、実のある会議となり
ました。
  また大勢の住民のみなさまにご出席いただいて、会議が盛大
に開催できましたことを心から厚く感謝申し上げます。

元 気 な ま ち づ く り 市 民 会 議

　「昔の写真、拝見させてください」とお
願いしたところ、数枚の写真を見せてい
ただくことができました。
　自分の知らない柳原、今まで知らなかっ
た古い歴史を知ることができ、とても興味
を惹かれるものがありました。
　そこで、“ 柳原の今昔を写真で残す会 ”
を立ち上げました。郷土の歴史を写真か
ら知ること、写真を見ながら世代を超え
て語り合うことで地域住民の活性化を図
りたいと思います。
　まずは、柳原の歴史を知ることができる写真のデータを残していきたいと思います。明治、大正、昭和、
平成の歴史を感じさせるもので、風景など現代と対比できる写真や人々の生活の様子がわかるものを
集めています。ご自宅にある貴重な写真ですが、すこしの間お預かりして、データーとして保存した
いと思います。みなさまのご協力をお願いいたします。

＊＊＊　写真に見る柳原の今昔　＊＊＊

遊覧船「千曲号」　（昭和 3 年 7 月）
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　防 災 訓 練 8 月 5 日（日）
参加者総数　約 380 名

 防災訓練を実施して自主防災会連絡協議会会長  坂本邦夫

　猛暑の続く中、「柳原地区総合防災訓練」に多くの区民が参加し、
前年度までとは大幅に内容を変えた訓練を実施しました。
　長野市やる気支援補助金制度に応募して選考の結果、柳原地区総合防災整備事業に 100 万円が交付
され、ハイパワー無線機 26 台を購入して、この訓練に使用しました。かけがえのない生命と財産を守
るために、災害時の緊急連絡用として有効に使用していきたいと思います。
　今年 2 月に「柳原・安全防災マップ」を作成して全戸へ配布しました。そのマップで実際に避難が
出来るかどうか、今回の訓練で実施してみました。地図上に、計画した一時避難場所へ実際に集合して、
柳原地区の対策本部へ徒歩で避難することができました。

本部　無線で交信

救命訓練

避難所運営ゲーム（HUG）↑
とある小学校が避難所と
の設定でグループで相談
しながら避難者をどこに
ふり分けるかや次々発生
する問題に対処する訓練

災害想像ゲーム（DIG）↑
地区内の危険箇所や安全な避難経路
などを地図に記入しながら話し合う

人員報告をする常会長

ぞくぞくと避難してくる住民炊き出し訓練 打合せをする防災指導員と消防分団



東日本大震災における被災地に学ぶ
　区長会では、7 月 18 日～ 20 日にかけて昨年 3 月 11 日に発生した東日本大震災で被災し、復興中の
宮城県七ヶ浜町と南三陸町を視察研修してきました。
　七ヶ浜町花渕浜地区の自主防災会の事務局長から被
害状況及び自主防災会発足の経緯や活動内容、そして
防災訓練の教訓などのお話を伺うことができました。
　特に防災マップ
の 活 用 と 普 段 か
ら地域住民とのコ
ミュニケーション
が、災害時には如
何に大切であるか
などのアドバイス
もいただき、実際
に行動されたお話は、非常に説得力がありました。
　また、南三陸町で宿泊したホテルは、被害に遭いな
がらも避難所として活用されたとのことであり、そ
の復興ぶりには大変驚きました。翌日はそのホテルの
支配人に町内の被災地の状況を説明していただきまし
た。
　この貴重な体験を柳原地区での防災に役立てたいと
思っています。
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・近くの指定場所「一時避難場所」に集合し、常会単位で避難。
・避難所運営ゲーム、災害想像ゲーム、イエス･ノーゲーム、救
　命救急訓練、さらに防災倉庫の備品「移動式炊飯器」を市から
　借用、実際に使用し調理。
・小型無線機を使って、常会から区・区から本部への情報伝達訓
　練参加者が、それぞれの訓練で真剣かつ活発に意見交換する
　姿が見られた。
　新しい訓練については、「また参加したい」「参加してよかった」
　「暑い時期、室内での訓練でよかった」などの声。しかし、「もっ

と実際の災害を考えるべき」などの意見もあった。
まとめ　　　　
　住民自治協議会・自主防災連絡協議会は、これからも住民のみなさん
とともに減災・防災について学び、考え、行動していきたいと考えています。
ご意見などがありましたらお聞かせください。
＜災害に備えて＞
　①非常持ち出し品（３日分の食料と水、常備薬など）
　②一時避難場所の確認　常会で設定した避難場所は？
　③避難経路の確認（複数ルートなど）

区 長 会 視 察 研 修

クロスロード：災害が発生した後に起
こる様々な事柄に対し各自がイエスま
たはノーの答えを出し、さらにグルー
プで考える訓練

一時避難場所に集まる住民

 今年は、訓練内容を大きく見なおして実施

津波で全壊した防災対策庁舎
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史跡めぐり　5 月 26 日（土）

　「金沢史跡めぐりと海の幸の旅」が行われました。
　金沢に残っている茶屋街で最も大きい「ひがし
茶屋街」を見学しました。石畳の道の両側に「紅
殻格子」のお茶屋が見事な街並みとして、江戸時
代の雰囲気を出していました。
　「めずらしい街を見られて良かった」という声
も聞きました。来年も多数のご参加をお待ちして
います。

普段は知らない人たちが集まって同じ時間を過ご
して同じ体験をするっていいねぇ。
企画してよかった！

参加者 45 名

柳原小学校の３年生から６年生全員
に長野中央警察署から自転車の運転
免許証が交付されました。

自転車運転免許証交付　6 月

柳原小学校の交通安全教室。子どもた
ちは、ゼッケンをつけて自転車に乗り
学校周辺を走りました。
交通安全は、みんなの願い。安協・
安推の役員さんは毎朝、交差点に立っ
て見守っています。

交通安全教室　5 月

この横断旗は、柳原地区住民自治協
議会から新一年生へのお祝いとして
差し上げたものです。赤い頭巾のマ
スコットは、＜安全・防災部会＞交
通安全協会の方々の手作りです。

ぴかぴか一年生　4 月

交通ルールを守りましょう
登校前の小・中学生も来てくれました

富山県瑞泉寺も行きました。

日 食 観 察 会
5 月21日（月）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育・環境部会の出前講座
として、約 40 名の参加で防災勉強会を開催しました。
　女性の視点に立った非常持出しなどを学ぶ DVD を鑑賞し、柳原消防
分署の松本分署長が体験した東日本大震災についてのお話をお聞きしま
した。
　地震発生直後、宮城県で人命救助に当たった際の体験談や、地元の方
の協力があってできた活動など今後の復旧に対する地元の決意がひしひ
しと感じられました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１回献血を行いました。
暑い中、ご協力いただきまして、ありがとうございました。
　また、毎回献血にご協力いただいている（株）竹村製作所様には感謝
を申し上げます。
　受付員数　　66 名
　次回第２回献血　11 月 19 日（月）に実施します。みなさんのご協力お
待ちしております。

献　血　7 月 17 日（火）

防災勉強会　7 月 7 日（土）

球技大会　6 月 24 日（日）

家族や知人の応援の中、親子ほどの年齢差がある方々
が１つのチームとなって息の合ったプレーを見せてい
ました。 小島区長の「一致団結して頑張る」という宣言で開始され

ました。打球が小学校校舎に迫る勢いの長打も何本もあ
り ” ガラスが割れるのでは ” とハラハラする場面もありま
した。各チーム大きな声をかけあい真剣な中にも楽しい雰
囲気の中、試合が行われました。

今年度は４チーム（24 名）で試合が行われました。強
い日差しの中、熱中症が心配でしたが、だれ一人体調
を崩すことなく日頃の練習の成果を発揮することがで
きました。

　ソフトバレーボール　　小島

準備する役員

　ゲートボール　　中俣

　ソフトボール　　小島

　今年は梅雨の時期とは思えないような良いお天気に恵まれ、３種目の球技が行われました。

ひとつでもふたつでも自分
のためになることを勉強して
もらって普段からも防災に
ついて考えるきっかけにして
いただきたいと思います。

年 2 回の健康チェックにい
かがですか？
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　20 名の参加で
男性の料理教室
が行われました。
　みなさん講師
の先生の指導の
下、楽しく、真剣に料理を作りました。和気
あいあいと楽しい試食会になりました。

　67 名の参加により柳原地区住民集会が開
催されました。
　犯罪や非行の防止、思いやりを持ち、み
んなで助け合う気持ちが大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お盆の暑い中、柳原地区の成人
式が開かれました。ワイシャツ姿、浴衣姿の新成人の方 60 名（対象 90 名）
の参加で行われました。
　新成人の代表の言葉として、大人の真似をするだけでなく、立場をわ

きまえ意志をはっきり伝える人間
になるよう努力し、人との絆、一
人一人の人権を大切にし、一度き
りの人生を思い切り楽しんで生き
ていきたいとあいさつしました。
　写真撮影の後、祝賀会「友達と
語る会」が催され、小学校時代の
恩師を囲み久しぶりに会えた友達
との話が盛り上がり、時間はあっ
という間にすぎたようでした。

　次世代を担う地域の児童：子どもさんを対象に、安心見守り
隊活動を実施しました。
　第１回目は７月 23 日（月）柳原小学校の入口周辺、下校時間
帯に、少年の健全育成と非行防止のチラシを配布しました。夏
休み直前でもあり、楽しそうに帰る一人一人の顔が印象的でし
た。長野中央警察署からも安全指導に来ていただき、「夏休み！
気を付けてね」…など声をかけながらの活動が夕刻まで続きま
した。
　次回は、街頭補導パトロールを予定するなど、私たちの生活を安全に見守っていくことでは、
幅広い視点ですすめていくつもりです。
　なお、この実施にあたっては、柳原小学校のご協力もいただいており、ありがとうございまし
た。                                                    少年警察ボランティア協会　柳原支部長　小坂　武範

少年警察ボランティア  ７月 23 日（月）

男性の料理教室  8月7日（火）「第 62 回社会を
明るくする運動」                   ７月24日（火）

　教育環境部会による第２回段ボ―ルコンポスト講座がありま
した。“地球にやさしい　生ごみの減らし方”のテーマで実践的
なお話を聞かせていただきました。
　においもほとんどなく、電気も使いません。とてもエコです。
生ごみから堆肥をつくって家庭菜園などに役立てたいです。

今回の講座へ参加された子どもたちは、将来、柳原の環境を守る中心と
して育ってくれたら…と願っております。子どもたちに負けないよう、
大人も柳原地区の環境美化にご協力いただくようお願いします。

段ボールコンポストで生ごみ減量大作戦  7 月 21 日（土）

成　人　式  8 月 15 日（水）
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　防犯協会では、防犯指導員を中心に夏・年末
に防犯パトロールを実施しています。夏のパト
ロールが、8 月 4 日～ 18 日各地区で行われま

した。

　柳原地区社会福祉協議会役員による福祉施設
見学及び研修会を６月 27 日（水）に行いました。
　訪問した施設は、社会福祉法人高水福祉会「の
ぞみの郷　高社」（中野市笠原）です。障害者支
援施設として施設入所支援、生活支援などをき
め細かく行い、利用者がそれぞれの活動を通し
て喜びを発見し、生きがいや楽しみを知り、余
暇を充実してもらうことを目的とされており、
地域における意義ある福祉活動の施設であると
認識を深くしました。
　研修会においても、活発な意見交換もされ、
今後の福祉のあり方についてより問題意識を共
有する機会となりました。

　人権同和役員研修（34 名）として長野刑務所の施設を見学してきました。
　まず事務施設で当刑務所の概要を聞いた後、刑務所内を見学。老朽化した施設を順次建て替え中との
こと。居室は定員１名、または６名で廊下から居室の中を見ることができました。きれいで立派な環境
の各工場を見て、受刑者が働いているところや屋外で運動会の練習をする様子を見ることができました。
　栄養やカロリーを考えた食事と規則正しい生活で、生活習慣病も出所時には治っていることもあるそ
うです。教育活動などに地域の方が協力をしているそうです。
　10 月 13 日（土）には、矯正展が開催されるそうです。全国の刑務所でつくられたさまざまな物品を
購入できます。
※長野刑務所は、法務省矯正局の東京矯正管区に属する刑務所で下部機関として長野拘置支所、上田拘置支所の２か所の支所を
　持つ。1960 年長野市の善光寺の近くから須坂に移転、敷地面積 12ha、主に収容分類級 A 級（初入者で執行刑期８年未満）で
　800 人を超える受刑者を収容する施設である。

人権同和教育促進協議会  長野刑務所見学  8 月 28 日（火）

防犯パトロール福祉委員会研修会

　男子　キックベース　各区１チームずつ 5 チーム参加。　 柳原団地チーム　
　女子　ドッジボール　小島チーム・中俣チーム・連合チームの 3 チームが参加。　 中俣チーム
　代表の宣誓では、「地域の方々を感動させるプレーをしたい」との言葉通り役員のきめ細かな
指導のもと、元気いっぱいのプレーが見られました。
　中学生の参加が年々少なくなる中、男子４名が参加。小中学生がいっしょにプレーする様子は、
とてもうれしい光景でした。

少年少女球技大会  8 月 26 日（日）7:30 開会式　12:15 閉会式

　交通安全推
進員と交通安
全協会（柳原）
で は、カ ー ブ
ミラーの清掃
と点検を行い
ました。

カーブミラー清掃  8 月 12 日（日）

出発前の打合せ
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住民自治協議会
長野市小島 804-5　 柳原総合市民センター内

TEL・FAX217-2365  ９:00~16:30

編集後記
自分たちが住んでいる「柳原」を知ろう・昔の写真をデータで残そうと活動をはじめました。集まった昔の写真を見ながら大盛り
上がりです。最近は、たくさんの人に事務局に来ていただき、うれしいです。人と人が繋がっていくってホントに不思議で楽しい。
もっと、つながれ！たくさんの人　集まれ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あ

E-mail：yanagihara-jiti2365@drive.ocn.ne.jp

◆問い合わせ・各種申し込みは、事務局へ　　　お気軽にお立ち寄りください。
ホームページ：http://e-yanagihara.com

小中PTAより

　広告の裏紙で作った封筒でおたよりをもらったことがありま
せんか？
　“柳原ものづくりボランティア”のみなさんが作ってくれて
います。
　柳原住民自治協議会のおたよりは、すべてこの封筒を使用し
ています。
　広告の裏が白い紙を集めています。ご協力いただける方は事
務局へお持ちください。

　柳原地区にお住いで雪かきが困難な方
（一人暮らしの高齢者・障害者宅）のため
に玄関先から公道まで雪かきをしていま
す。
　雪をかいてほしい方、雪かきボランティ
アをしてくださる方は事務局までお問い
合わせください。

　6 月 30 日に柳原小学
校において資源回収を
行いました。地区の皆
様のお力添えにより大
変多くの物資が集まりました。本当にありがとうござ
いました。今後とも柳原の子どもたちのために、ご協
力くださいますよう心よりお願い申し上げます。

柳原小学校 PTA 会長　持田康弘

　9 月 2 日第 2 回資源回
収に、ご協力いただきあ
りがとうございました。
　資源回収で得た資金
は、子どもたちの活動補
助金、備品購入などに使
わせていただきます。今後も中学校ＰＴＡの活動に一
層のご協力をお願いいたします。

東北中学校 PTA 柳原支部長　川口はる美

雪かきボランティア 柳原ものづくりボランティア

　柳原支所の職員さんが始めたグリーンカーテン、朝顔・風船蔓・ゴーヤーと
毎年楽しませてくれています。今年は、ネット張りなど自治協も少しお手伝い
しています。また、市民センターの空地にそばを蒔きました。雑草対策・一面
の白い花・そばの収穫の一石三鳥をねらいましたが、夏そばは収穫できません
でした。
　二度目のそば蒔きが、終了。今度こそは収穫したい！

ゴーヤーグリーンカーテン＆そば

7 月満開のそばの花

　「カンナの球根をください」とお願いし
たところ、たくさんいただきました。春に
植えたカンナが北側の花壇で、先月から
咲き始めています。
　水仙の球根、カンナの球根、挿し木し
た苗木などたくさんいただいています。
　また、東（入口付近）の花壇は、ボラ
ンティアでたくさんのきれいな花を管理し
ていただいています。
　もっとたくさんの方に参加していただ
き、空地を整美していきたいです。草は
どんどん生える、花も植えたい、誰かお
手伝いしてくださる方いませんか？

皆さんに感謝！　カンナの花が咲きました！


